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（１） Francis Fukuyama: The end of history and the last man, Perennial, 2002. 邦訳は、渡部昇一訳『歴史の終
わり』（三笠書房・知的生き方文庫）が出ている。同書からの引用はEHの略号による括弧内数字と翻訳
の頁数で示した。翻訳からの引用はすべて同文庫中巻からである。 
（２） Leo Strauss: The political philosophy of Hobbes, Chicago UP, 1963.この本は、最初は英国で 1936年に出
されているが、邦訳は、更にその初版のもとになっているドイツ語版によっている。添谷育志・谷崇夫・
飯島昇蔵訳『ホッブズの政治学』（みすず書房 1990年）。同書からの引用はPHの略号による括弧内数
字と翻訳の頁数で示した。Leo Strauss: Natural right and history, Chicago UP, 1965. 初版は 1953年。邦訳は、
塚崎智・石崎嘉彦訳『自然権と歴史』（昭和堂 1988年）。 
（３） 『リヴァイアサン』からの引用は、Lの略号による括弧内の章数で示した。引用には、『世界の名









                                                                                                                                        










（１０） Ludwig Siep: Der Kampf um Anerkennung. Zu Hegels Auseinandersetzung mit Hobbes in den Jenaer 
Schriften, in: Hegel-Studien 9 (1974)では、かなり否定的である。シュトラウスの読み方にすでにヘーゲル
の影響があるとジープは指摘する。それに、『リヴァイアサン』では、他の作品ほど、名誉や虚栄心が
前面にでてこない。 




なかった。Leo Strauss: On Tyranny. Including the Strauss-Kojeve Correspondence, Chicago UP. 
 
 
（本研究は平成１７年度大阪学院大学研究助成費の成果の一部である。） 
 
（大学非常勤講師） 
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